
〇
写
真
の
石
器
は
東
舘
コ
跡

の
堀
り
と
思
え
る
畑
地
よ
り
出

土
さ
れ
た
石
器
で
あ
る
。
平
成

十
一
年
七
月
に
西
津
軽
郡
舘
岡

の
亀
ケ
岡
考
古
資
料
室
を
訪
れ

陳
列
品
の
石
斧
と
色
あ

い
は
違

う
が
型
の
類
似
に
驚
い
た
。
 

縄
文
期
に
嘉
瀬
畑
中
の
東
舘

コ
で
石
斧
が
造
作
さ
れ
て
い
た

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
 一
万
年

前
に
氷
河
期
を
脱
し
て
暖
気
候
 

東館出土の石器 

烈
な
戦
い
が
起
き
敗
北
し
た
ア
ソ
べ
族
の
一
部
は
日
本
列
島
を
南
へ
と
移

住
を
す
る
。
 し
か
し
、
東
日
流
に
生
き
残
っ
た
ア
ソ
べ
族
と
ツ
ボ
ケ
族
と

の
混
血
が
す
す
む
に
つ
れ
て
、
彼
ら
混
血
族
は
す
ぐ
れ
た
古
代
文
化
を
う

み
だ
す
。
（
カ
ッ
コ
内
は
佐
藤
有
文
著
ょ
り
の
一
部
）
 

期
と
寒
冷
期
を
繰
り
返
し
て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
花
粉
の
化

石
を
調
べ
て
わ
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
 

暖
気
候
往
時
は
十
三
潟
の
入
り
江
は
嘉
瀬
地
区
及
五
所
川
原
近
辺
ま
で

も
湖
水
が
満
ち
、
西
津
軽
郡
亀
ケ
岡
と
嘉
瀬
の
東
西
の
舘
コ
と
は
一
直
線

で
あ
り
、
亀
ケ
岡
の
津
保
化
族
と
の
舟
の
交
通
か
、
そ
れ
と
も
、
津
保
化

族
の
移
住
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
遺
物
と
な
っ
て
現
れ
た
石
器
で
あ
ろ
う
か
。
 

西

一
三
四
一
年
ー
南
北
朝
時
代
の
日
本
海
大
津
波
に
よ
る
十
三
港
の
壊
滅

と
西

一
六
〇
〇
年
ー
慶
長
五
年
、
及
び
西

一
六
三
八
年
ー
寛
永
十
五
年
等
 
 

の
岩
木
山
噴
火
の

（
塵
灰
が
降
り
夜
の
ご
と
し
）
積
灰
と
流
れ
の
土
砂
に

よ
り
十
三
潟
の
入
江
も
現
在
の
狭
い
湖
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
 

嘉
瀬
放
し
と
 

金
木
放
し
 

古
戦
場
で
あ
り
小
高
い
丘
畑
の
北
側
に
サ
ン
ザ
ム
堰
の
流
れ
の
あ
と
嘉

瀬
放
し
と
、
金
木
放
し
は
、
今
も
存
在
し
て
い
る
。
 こ
の
流
れ
こ
そ
、
東

舘
コ
、
西
舘
コ
の
防
禦
の
小
田
川
本
流
で
あ
る
と
先
輩
の
須
崎
正
敏
氏
が

話
て
い
た
。
 

奴
橋
よ
り
三
三
九
号
線
を
北
に
進
む
と
黒
川
給
油
所
が
あ
る
。
 そ
の
近

く
の
排
水
溝
に
は
、
区
画
前
の
反
復
用
水

（
一
度
用
い
た
水
田

の
排
水
を

再
び
使
用
す
る
）
堰
止
め
と
幅
四
メ
ー
ト
ル
・
長
さ
十
メ
ー
ト
ル
程
の
水

路
の
跡
と
橋
と
が
国
道
三
三
九
号
線
西
側
に
あ
る
こ
の
水
路
は
嘉
瀬
ば
な

し
と
称
し
て
い
た
。
 三
三
九
号
線
よ
り
東
に
向
う
こ
と
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル

地
点
は
幅
は
八
メ
ー
ト
ル
ー
十
メ
ー
ト
ル
程
で
ニ
メ
ー
ト
ル
は
続
い
て
い

た
。
こ
の
場
所
は
よ
く
子
供
の
水
遊
び
ゃ
魚
釣
り
を
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
 

こ
の
流
れ
こ
そ
小
田
川
本
流
で
あ
っ
た
と
す
る
村
人
も
あ
る
。
又
上
萩

元
地
区
の
津
軽
鉄
道
休
憩
所
傍
に
鉄
道
を
く
ぐ
り
抜
け
た
水
路
が
あ
る
。
 

そ
し
て
現
在
の
区
画
さ
れ
た
排
水
溝
に
水
が
流
れ
て
い
る
こ
れ
が
旧
金

木
放
し
の
始
ま
り
の
地
点
で
あ
る
。
金
木
放
し
水
路
も
反
復
用
水
で
あ
っ

た
が
嘉
瀬
放
し
よ
り
大
分
狭
か
っ
た
。
こ
の
流
れ
は
秋
元
地
区
と
菅
原
地
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区
の
境
界
線
を
流
れ
、
嘉
瀬
と
金
木
の
境
界
と
さ
れ
て
い
た
o
 

金
木
放
し
と
サ
ザ
ム
堰
よ
り
の
流
れ
と
嘉
瀬
放
し
の
流
れ
と
三
本
の
流

れ
が
下
流
で
は
合
流
し
て
十
川
に
排
水
さ
れ
岩
木
川
に
流
れ
て
い
た
o
 

こ
の
金
木
放
し
の
水
路
こ
そ
嘉
瀬
と
金
木
の
間
の
川
コ
と
さ
れ
る
村
人

も
あ
る
。
昔
は
嘉
瀬
と
金
木
は
仲
が
悪
く
私
の
祖
父
は
嘉
瀬
の
消
防
組
の

一
人
と
し
て
金
木
放
し
付
近
で
金
木
消
防
組
と
の
喧
嘩
で
、
大
い
に
暴
れ

た
と
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
 

川
床

の
 

埋
没
昌
、
株
 

人
類
の
発
展
は
川
の
流
域
と
い
わ
れ
、
世
界
古
代
の
四
大
文
明
と
さ
れ

て
い
る
。
 黄
河
文
明
の
黄
河
。
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
イ
ン
ダ
ス
川
。
 メ
ソ
ポ

タ
ミ
ァ
文
明
の
テ
ィ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
。
 ェ
ジ
プ
ト
文
明
の
ナ

イ
ル
川
。
 以
上
の
四
大
文
明
国
は
西
暦
前
三
〇
〇
〇
年
頃
に
川
の
恵
み
の

農
業
に
よ
っ
て
繁
栄
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
 

古
代
の
遺
跡
の
あ
る
テ
ィ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
両
川
に
日
本
探

索
隊
が
行
き
観
察
す
る
と
余
り
に
も
流
域
の
変
化
に
当
惑
さ
れ
て
一
時
、
 

日
本
に
帰
り
科
学
的
に
見
当
さ
れ
て
か
ら
再
度
遺
跡
の
探
索
に
当
た
っ
た

様
子
を
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

小
田
川
の
川
筋
も
信
じ
が
た
い
程
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 畑
中
の
須

崎
正
志

・
山
中
伊
佐
男
の
話
し
に
よ
る
と
小
田
川
改
修
工
事
も
完
成
し
て
 

各
堰
止
め
が
撤
去
さ
れ
る
と
川
床
は
急
激
に
ニ
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
て
川

岸
の
住
家
の
井
戸
水
が
澗
れ
、
五
所
川
原
土
木
事
務
所
と
交
渉
の
結
果
、
 

改
修
の
た
め
と
認
め
て
水
道
を
通
し
て
く
れ
た
そ
う
で
あ
る
o
 

須
崎
氏
山
中
氏
共
に
川
岸
に
住
家
が
あ
る
の
で
し
ば
し
ば
、
奴
橋
よ
り

川
床
を
覗
く
と
、
写
真
の
大
樹
の
根
株
と
粘
土
の
中
に
這
っ
た
根
の
穴
が

く
っ
き
り
と
現
れ
て
い
た
と
い
う
o
 

小田川改修工事で出土した根株 
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①
古
文
書
控
帳
よ
り
 

墓
 

石
 

嘉
瀬
ノ
古
イ
墓
石
 

困
 
妙
光
庵
ノ
古
ィ
墓
石
ヲ
見
ル
ニ
、
嘉
永
四
七
元
年
ノ
モ
ノ

天
保
四
六
十
年
ノ
モ
ノ
ア
リ
、
最
モ
古
キ
モ
ノ
寛
政
二
戊
年

二
月
七
日
秋
元
幸
一
郎
ノ
墓
石
ナ
リ
。
 

回
 
明
誓
庵
ノ
墓
石
ハ
寛
政
「
年
、
文
政
元
年

・
四
年
、
嘉
永
、
 

文
化
等
モ
ア
リ
。
嘉
暦
ノ
モ
ノ
モ
ア
リ
、
此
辺
ニ
テ
ハ
最
モ

古
イ
モ
ノ
ト
思
ハ
レ
ル
。
 

同
 
中
柏
木
村
ノ
墓
石
ニ
テ
古
キ
モ
ノ
ハ
、
嘉
永
五
子
七
月
九

日
、
天
保
八
酉
七

月
二
日
、
文
政
子
十
月
玉
井
林
右

工
門
 

（
江
戸相
撲
ナ
リ
シ
ト
云
フ
）
 

同
 
小
栗
崎
山
ニ
テ
ハ
寛
政
五
年

（
伊藤
家
ノ
モ
ノ
）
 

妙
光
庵
御
星
陀
羅
 

当
寺
に
は
当
庵
拾
四
世
と
書
き
た
る
御
塁
陀
羅

（
地獄
極
楽

を
描
き
た
る
懸
軸
）
二
幅
、
拾
四
世
と
書
き
た
る
あ
れ
ば
、
当

寺
は
相
当
古
き
由
緒
あ
る
庵
と
思
は
れ
る
。
 

（
山中
正
津
氏
遺
稿
よ
り
）
 

く
っ
き
り
と
現
れ
て
い
た
他
の
株
は
そ
の
後
の
工
事
で
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
 

や
ユ
ソ
ボ
等
の
機
械
の
た
め
破
壊
さ
れ
て
残
っ
た
の
は
写
真
の
株
が
少
々

あ
る
の
み
。
腐
食
が
は
な
は
だ
し
く
、
何
時
ま
で
保
つ
だ
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
る
。
 

考
古
学
の
説
に
よ
る
と
約
一
万
年
前
に
氷
河
期
を
脱
し
た
地
球
は
徐
々

に
暖
か
さ
を
増
し
て
い
き
な
が
ら
そ
の
間
、
何
回
か
寒
冷
期
を
繰
り
返
し

て
約
三
千
年
前
の
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
日
本
列
島
に
植
生
が
温
暖
植
物
の

ミ
ズ
ナ
ラ
・
か
ら
寒
冷
植
物
の
ト
ウ
ヒ
等
に
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
 

小
田
川
の
埋
没
の
根
株
は
何
千
年
の
古
代
大
樹
な
の
だ
ろ
う
か
考
古
学

者
に
見
定
め
し
て
い
た
だ
き
た
い
場
所
で
も
あ
る
。
 

河
圧
改
修
工
事
 

敗
戦
二
十
年
後
の
小
田
川
・
飯
詰
川
・
十
川
の
部
分
改
修
は
村
に
と
っ

て
は
良
い
賃
金
稼
ぎ
仕
事
で
あ
っ
た
。
十
川
の
改
修
は
「
内
務
省
」
担
当

・

簡
易
軌
道
線
を
河
川
敷
地
に
設
置
、
七
、
八
輔
の
連
結
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ

を
馬
が
土
堤
に
引
き
登
り
崇
盛
り
を
し
て
い
た
。
 

十
川
の
現
場
事
務
所
は
戦
時
中
か
ら
、
内
務
省
の
旗
及
安
全
旗
と
共
に

毎
日
の
よ
う
に
、
は
た
め
い
て
い
た
。
 

こ
の
事
務
所
に
通
う
所
長
ら
し
き
人
物
は
み
ご
と
な
八
の
字
の
張
り
上
っ
 
 

た
ロ
髭
を
生
や
し
、
真
白
い
手
袋
を
巌
め
て
嘉
瀬
の
宿
屋
よ
り
三
キ
ロ
の

道
の
り
を
ピ
カ
ピ
カ
の
自
転
車
に
乗
る
姿
は
忽
ち
村
の
評
判
と
な
る
。
 

小
田
川
、
飯
詰
川
は
嘉
瀬
の
内
海
清
蔵
・
原
田
勇
太
・
山
中
与
七
の
建

設
業
者
が
規
模
も
大
き
く
他
村
か
ら
の
下
請
業
者
を
入
れ
て
盛
ん
に
改
修

が
工
事
が
な
さ
れ
、
土
方
仕
事
は
農
閉
期
の
村
の
若
者
達
の
賃
金
稼
す
る

場
所
で
あ
っ
た
。
 

初
若
者
（
学
校
卒
業
者
）
は

ス
コ
ッ
プ
を
使
う
と
一
日
で
手
の
中
に
水

が
溜
ま
っ
た
豆
が
で
き
、
豆
が
破
れ
る
と
ス
コ
ッ
プ
の
柄
を
に
ぎ
る
だ
け

で
痛
み
が
走
る
。
 ス
コ
ッ
プ
だ
け
用
い
て
の
仕
事
を
ス
コ
ッ
プ
機
ね
と
称

し
て
溝
を
堀
り
、
穴
を
堀
り
、
三
ー
四
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
の
土
堤
に
ス

コ
ッ

プ
で
機
ね
上
げ
て
嵩
盛
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
 

土
取
り
場
の
約
百
メ
ー
ト
ル
前
後
も
離
れ
て
い
る
時
は
簡
易
軌
道
線
を

敷
き

一
台
の
ト
ロ
ッ
コ
を
一
人
で
使
用
す
る
。
 前
後
の
ト

ロ
ッ
コ
は
先
輩

が
押
す
こ
と
に
す
る
。
 一
台
で
も
多
く
運
ぶ
た
め
で
あ
る
。
 

近
く
に
土
取
り
の
あ
る
時
は
土
堤
の
頂
上
ま
で
斜
面
路
を
造
り
、

土
が

一
杯
盛
ら
れ
た
モ
ッ

コ
担
ぎ
を
す
る
。
 

約
三
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
柄
の
太
さ
は
十
五
セ
ン
チ
程
で
先
細
り
の
棒

を
モ
ッ
コ
に
通
し
て
先
棒
を
肩
に
担
ぐ
人
、
後
棒
を
肩
に
担
ぐ
人
と
に
分

れ
、
百
キ
ロ
ほ
ど
重
み
の
モ
ッ
コ
を
担
い
で
坂
道
を
登
り
行
く
初
若
い
衆

に
は
辛
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
 

上
半
身
裸
の
肩
に
担
ぐ
棒
の
食
い
込
む
痛
さ
と
重
み
に
歯
を
噛
み
締
め

な
が
ら
土
堤
の
坂
道
を
登
り
嵩
盛
を
す
る
。
 

二
日
、
三
日
し
て
モ
ッ
コ
を
担
ぎ
続
け
る
と
肩
は
赤
く
腫
れ
上
が
り
痛
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み
だ
し
て
く
る
。
 手
拭
い
を
折
り
重
ね
、
肩
に
あ
て
が
っ
て
も
腫
れ
た
皮

は
破
れ
て
く
る
。
棒
が
肩
に
触
れ
る
だ
け
で
痛
み
が
肩
に
刺
さ
る
。
 

こ
う
な
る
と
左
肩
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
左
肩
も
又
右
肩
同
様
に
腫
れ

て
は
破
れ
る
。
意
地
悪
の
先
輩
と
相
棒
と
な
る
と
、
モ
ッ
コ
担
い
で
い
る

と
き
棒
を
回
さ
れ
肩
よ
り
血
が
惨
み
で
る
。
痛
さ
と
苦
労
に
耐
え
ら
れ
ず
、
 

一
週
間
ほ
ど
で
脱
落
す
る
者
も
で
た
。
 

ー
カ
月
、
ニ
カ
月
と
続
け
る
う
ち
に
肩
に
勝
服
が
で
き
、
や
が
て
癌
と

な
り
、
手
の
ひ
ら
も
勝
服
豆
と
な
る
。

一
人
前
の
土
方
衆
は
両
肩
を
使
え

る
よ
う
に
な
り
、
 ス
コ
ッ
プ
も
左
右
ど
っ
ち
を
向
い
て
も
自
由
に
使
え
る

こ
と
、
土
は
ん
も
上
手
に
造
れ
る
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
と
一
人
前
の
土

方
衆
で
あ
る
。
 

ス
コ
ッ
プ
と
棒
は
私
物
で
あ
り
、
新
し
い
ス
コ
ッ
プ
は
反
り
を
直
し
、
 

ス
コ
ッ
プ
の
先
端
は
刃
物
の
よ
う
に
切
れ
る
よ
う
に
研
ぎ
澄
ま
し
て
置
く
。
 

土
方
専
門
と
さ
れ
た
人
は
モ
ッ
コ
担
ぎ
に
よ
る
の
か
大
相
撲
の
元
横
綱

隆
の
里
及
若
の
里
の
肩
の
よ
う
に
盛
り
上
が
っ
た
、
土
方
衆
の
姿
は
村
の

銭
湯
（
風
呂
屋
）
に
行
く
と
見
ら
れ
た
が
現
在
は
派
立
ー
鶴
の
湯
広
瀬
氏
・

本
町
ー
熱
の
湯
鳴
海
氏
・
前
町
ー
通
称
古
町
の
湯
鳴
海
氏
と
三
軒
の
風
呂

屋
も
廃
業
と
な
っ
た
。
 

右
の
土
方
衆
も
又
故
人
と
な
り
、
老
い
た
俺
達
の
心
に
偲
ば
れ
る
だ
け

と
な
っ
た
。
 

廿
山
中
長
三
郎
踏
査
記

H
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廷
刃
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そ
旺
そ
」，
繰州
型
撫
【
黙
献
 

胆
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心
灸
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区
製
週
担
奏
そ
旺
そ
醐
 

②歴史散策金木散歩 

金木用水 
水源は 

馬禿下に 
あった 

『
昭
和
十
一
年
十

一
月
発
行
か
た
り
べ
第
十

四
号
六
十
六
頁
廿
岩
木
川
水
運
や
蒔
田
集
落
等

に
つ
い
て
、
の
文
中
、
六
百
年
前
に
領
主

（
対

馬
治
右
衛
門
）
が
開
田
し
た
と
い
う
八
十
町
歩

の
美
田
は
、
今
で
も
金
木
の
内
田
と
い
っ
て
不

作
知
ら
ず
の
水
田
で
あ
る
。
 

こ
の
水
田
を
領
地
と
と
も
に
藩
政
以
前
ま
で

何
百
年
も
管
理
し
て
き
た
の
が
治
右
衛
門
一
族

で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
そ
の
領
主
は
経
済
的
に
も
力
が
あ
っ

た
の
か
、
金
木
川
上
流
よ
り
水
を
引
き
 
中
世

時
代
の
町
の
真
ん
中
に
飲
料
水
の
小
川
を
通
し

て
い
る
。
そ
の
小
川
の
流
れ
落
ち
る
所
に
開
田

さ
れ
た
の
が
八
十
町
歩
の
美
田

で
あ
る

n
白
川

兼
五
郎
著
【
』
 

街
の
真
ん
中
に
飲
料
水
の
小
川
を
通
し
て
云
々

に
つ
い
て
、
小
川
の
所
在
確
認
は
『
か
た
り
べ
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第
十
四
号
所
載
、
金
木
村
志
六
頁
、
金
木
村
略

図
』
 
によ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
 

金
木
川
上
流
よ
り
水
を
引
き
と
記
さ
れ
て
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
、
水
取
入
口
水
門
は
い
ず
こ
に

あ
る
の
か
。
平
成
十
四
年
五
月
十
日
津
軽
鉄
道

金
木
川
鉄
橋
下
か
ら
上
流
に
向
か
っ
て
、
取
入

口
の
水
源
を
求
め
て
踏
査
を
こ
こ
ろ
み
た
。
 

大
東
亜
戦
当
時

（
第
二
次世
界
対
戦
）
馬
禿

下
に
玉
石
を
積
み
重
ね
た
水
留
の
水
取
入
ロ
が

あ
っ
た
筈
で
、
下
流
右
手
は
字
坂
本
、
左
手
は

字
千
刈
に
落
ち
る
水
路
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
、
 

馬
禿
下
に
至
る
と
、
現
在
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堰
堤

で
川
を
堰
止
め
、
取
水
さ
れ
て
い
る
の
が
確
認

で
き
た
。
 

水
路
を
た
ど
っ
て
下
っ
て
来
た
が
、
金
木
農

場
下
か
ら
、
津
軽
鉄
道
線
路
下
を
く
ぐ
り
、
金

木
町
内
を
走
る
水
路
は
、

各
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
汚
水
の
排
出
水
路
に
変
っ
て
、
国
道
三
三

九
号
線
バ
イ
パ
ス
道
の
上
手
で
金
木
川
に
放
流

さ
れ
、
往
時
八
十
町
歩
の
美
田
に
は
届
い
て
い

な
い
。
 小
田
川
ダ
ム
完
成
に
伴
っ
て
、
土
地
基

盤
整
備
が
進
み
、
本
金
木
水
路
の
水
の
必
要
が
 
 

な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

馬
禿
下
か
ら
エ
ン
エ
ン
金
木
地
域
ま

で
用
水
路
を
開
盤
、
美
田
を
残
し
た
農

民
の
遺
産
で
あ
る
金
木
用
水
は
完
全
な

姿
を
見
な
い
が
、
現
在
も
利
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
踏
査
で
あ
っ
 

た
。
 

（
き
の
し
た
清
一
記
）
 

①
馬
禿
下
堰
堤
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②
新
水
門
取
入
口
 

③
崖
地
切
割
水
路
 

④
坂
本
道
の
下
を
く
ぐ
る
 

⑤
岩
見
町
下
喜
良
市
道
下
を
く
ぐ
る
 

⑥
金
木
農
場
下
を
流
れ
る
 

⑦
排
水
金
木
川
に
放
流
さ
れ
る
 

“畿~ 

の
集
落
と
さ
ぐ
る
 

秋
 
元
 
惣
之
進
 

筆者近影 

140一 

金
木
町
に
は
若
干
の
各
集
落
が
あ
る
が
、
私
は
集
落
の
往
時
の
起
源
を
知
り
た
い
と
思
い
、
古
老
達
を
尋
ね
て
聞
き
に
歩
い
た
が
、
集
落
名
の
語
源

は
た
だ
た
ん
に
名
付
け
な
れ
た
も
の
で
無
く
、
土
地
柄
に
結
び
付
い
た
言
語
、
民
族
、
地
理
、
土
地
の
歴
史
や
往
時
の
人
々
の
姿
が
そ
の
中
に
含
ま
れ

て
伝
え
ら
れ
、
又
、
伝
承
さ
れ
て
来
た
集
落
の
語
源
は
旧
街
道
、
伝
説
、
伝
統
、
社
寺
に
由
来
す
る
多
く
の
も
の
は
忘
れ
、

そ
の
由
来
を
知
る
「
古
老

達
も
数
少
な
く
」
、
落
葉
同
様
に
枯
葉
も
遥
か
彼
方
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
如
く
忘
れ
去
っ
て
い
る
。
 

地
中
に
埋
も
れ
た
貝
殻
、
土
器
同
様
に
集
落
名
は
歴
史
を
感
じ
郷
愁
を
覚
え
る
が
形
の
無
い
文
化
財
で
あ
る
と
思
う
が
、
集
落
名
の
大
半
は
「
字
義
」
 

の
通
り
で
あ
る
と
思
う
が
、
愚
考
も
入
れ
て
金
木
町
の
集
落
史
を
探
り
綴
っ
て
み
た
。
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四
代
藩
主
、
信
政
は
津
軽
平
野
に

新
田
開
発
を
と
「
肝
」
に
銘
じ
、
又
、
 

農
民
の
貧
困
を
軽
減
し
領
民
の
人
心

安
定
を
と
誓
い
、
北
限
の
荘
々
た
る

原
野
に
開
墾
開
田
を
と
着
々
と
基
礎

工
事
の
構
想
を
練
り
、
そ
れ
に
は
岩
 
 

木
川
の
堤
防
、
排
水
、
溜
池
の
築
堤
を
と
新
田
開
発
は
大
事
業
で
遠
大
、
 

且
つ
大
規
模
な
構
想
で
あ
っ
だ

が
、
新
田
開
発

の

一
環
と
し
て
は
藩
費
で

は
到
底
、
賄
い
切
れ
ず
四
苦
八
苦
、
苦
慮
し
た
が
藩
で
は
津
軽
半
島
の
中

山
山
脈
の
焚
珠
山
の
神
が
授
け
た
原
生
林
、
神
木
山
の
森
林

（
注
 
往
昔

に
は
金
木
を
神
木
と
呼
ん
だ
と
言
う
説
も
あ
る
）
桧
葉
を
伐
採
し
、
他
国

に
売
り
新
田
開
発
の
財
源
捻
出
に
と
考
慮
、
即
決
、
各
地
か
ら
人
寄
せ
を
 



し
、
特
に
金
木
組
（
拾
八
ケ
村
）
か
ら
は
柚
夫
や
そ
の
他
の
人
夫
を
雇
い

入
れ
て
人
夫
小
屋
を
建
て
寝
泊
り
し
て
桧
葉
を
伐
採
し
、
焚
珠
山
か
ら
萩

元
川
へ
流
れ
る
川
を
中
途
で
水
門
状
態
に
木
柵
で
止
め
、
川
の
水
を
満
水

に
溜
め
桧
葉
材
を
水
門
ま
で
流
し
込
み
、
堰
止
め
た
川
の
ー
ケ
所
に
数
百

石
の
桧
葉
材
を
集
結
し
て
一
度
に
放
流
、
水
力
の
勢
い
で
桧
葉
材
を
萩
元

川
の
河
ロ
ま
で
流
し
込
み
、
河
ロ
に
は
材
木
奉
行
の
番
所
が
有
り
役
人
達

は
厳
重
な
検
査
の
上
、
岩
木
川
か
ら
十
三
潟
に
材
木
の
集
散
地
を
設
け
、
 

十
三
潟
で
筏
を
組
み
海
上
運
行
、
幕
府
に
は
津
軽
の
良
材
、
桧
葉
を
献
上

し
、
又
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪
、
加
賀
、
若
狭
な
ど
に
も
販
路
を
拡
大
し

た
が
桧
葉
は
各
地
か
ら
注
文
が
殺
到
し
た
。
 

四
代
藩
主
、
信
政
は
津
軽
新
田
開
発
の
大
き
な
財
源
の
神
木
の
桧
葉
材

の
売
行
き
に
満
顔
と
な
り
、
神
木
の
桧
葉
材
は
「
金
の
木
」
だ
と
褒
め
讃

え
た
と
言
う
が
、
誰
れ
言
う
と
も
無
く
神
木
を
「
金
木
」
と
呼
ぷ
様
に
な

り
現
在
の
金
木
の
地
名
の
由
来
が
出
来
た
と
言
う
説
も
あ
る
。
 

い
ず
れ
に
し
て
も
津
軽
新
田
開
発
の
大
事
業
は
金
木
山
の
原
生
林
、
神

が
授
け
た
桧
葉
材
が
新
田
開
発
事
業
の
財
源
の
宝
庫
だ
っ
た
と
言
う
。
 

萩
元
川
は
往
時
に
は
川
幅
が
広
く
深
く
急
流
だ
っ
た
が
、
岩
木
山
の
数

回
の
大
噴
火
と
風
化
作
用
で
現
在
は
小
さ
な
川
堰
に
な
っ
た
。
又
、
嘉
瀬

と
金
木
の
間
の
川
は
往
昔
に
は
萩
元
川
だ
っ
た
と
言
う
説
も
あ
る
。
 

城
軍
勢
、
阿
部
孫
「
廊
、

金
木
軍
勢
、
津
島
右
工
門
太
郎
義
栄
等

「嘉
瀬

城
を
北
西
と
背
後
」
 
か
ら総
攻
撃
を
開
始
、
嘉
瀬
城
は
十
重
二
十
重
に
囲

ま
れ
多
勢
に
無
勢
奪
戦
虚
し
く
、
遂
に
天
正
十
五
年
五
月
二

一
日
（
一五

八
七

n
四

一
三
年
前
）
嘉
瀬
西
舘
、
東
舘
、
小
田
川
城
が
炎
上
「
嘉
瀬
城

も
哀
れ
落
城
し
嘉
瀬
領
民
の
大
半
は
嘉
瀬
城
と
共
に
枕
を
な
ら
べ
て
討
死

に
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
 

又
、
嘉
瀬
光
明
宗
範
は
落
城
寸
前
に
妻
子
を
黒
石
方
面
の
山
奥
の
隠
里

に
預
け
、
宗
範
は
再
起
を
願
い
数
名
の
従
者
と
共
に
越
後

（
新
潟）
方
面

に
落
ち
延
び
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
 

又
、
黒
石
市
や
青
森
市
に
も

「
嘉
瀬
と
言
う
苗
字
が
あ
り
」
又
、
新
潟

県
内
に
も
嘉
瀬
と
言
う
小
さ
な
集
落
が
あ
る
と
い
う
。
 
（
木立
民
五
郎
氏

談

n
故
人

n
元
嘉
瀬
村
長
）
黒
石
市
や
青
森
市
に
も
嘉
瀬
と
言
う
「
苗
字
」
 

ゃ
新
潟
県
内
の
嘉
瀬
と
言
う
小
さ
な
集
落
は

「
嘉
瀬
光
明
宗
範
の
子
孫
で

は
な
い
か
」
と
憶
測
し

「嘉
瀬
の
集
落
」
は
嘉
瀬
光
明
宗
範
の
「
苗
字
」
 

を
取
り
「
嘉
瀬
」
と

「
地
名
」
を
命
名
し
た
の
で
は
な
い
か
と
愚
考
す
る

o
 

藩
政
時
代
の
中
柏
木
は
大
字
中
柏

木
で
は
な
く
独
立
し
た
中
柏
木
で
あ
っ

た
。
伝
承
に
依
る
と
嘉
瀬
本
村
よ
り

早
く
開
村
さ
れ
た
村
と
さ
れ
中
世
鎌

倉
時
代
に
は
、
中
山
山
脈
山
根
伝
い

の
行
立

（浪
岡
）
か
ら
十
三
港
に
通

じ
る
下
の
切
道
中
山
道
の
要
衝
の
村
 

約
、
六
百
十
数
年
前
の
興
国
五
年
 

（
一
三
四
四
」
六
五
六
年
前
）
に
朝

日
左
工
門
尉
行
安

（
藤原
景
房
）
が

飯
詰
に
高
楯
城
を
築
城
し

た
が
三
年

後
の
興
国
八
年
（

一
三
四
七

一
一
六
五

九
年
前
）
に
家
臣
の
「
嘉
瀬
光
明
宗

範
」
に
嘉
瀬
山
に
も

（
お城
山
）
支
 

城
を
築
城
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
 

又
、
北
畠
顕
村
は
北
畠
親
房
の
子
孫
と
も
伝
え
ら
れ
、
今
か
ら
約
、
四

二
二
年
前
の
天
授
四
四
年

（
一
三
七
八
）
に
浪
岡
を
拠
点
に
附
近
一
帯
を

支
配
し
て
い
た
が
、
天
正
六
年
七
月
（
一
五
七
八

H
四
百
二
二
年
）
大
浦
 

（
津
軽
）
馬
信
に
依
っ
て
浪
岡
城
が
滅
ぼ
さ
れ
た
。
 

飯
詰
城
主
、
朝
日
左
工
門
尉
行
安
は
、．
大
浦
為
信
に
抵
抗
す
る
こ
と
十

数
年
、
最
後
で
抗
戦
し
敗
退
さ
せ
た
。
 

飯
詰
城
主
は
篤
信
軍
の
再
度
の
攻
撃
を
予
知
し
、
嘉
瀬
城
、
小
田
川
城
、
 

金
木
城
主
、
津
島
右
工
門
太
郎
義
栄
等
に
「
加
勢
」
を
依
頼
し
て
あ
る
も

金
木
城
主
、
津
島
右
工
門
太
郎
義
栄
は
大
浦
（
津
軽
）
為
信
に
『
寝
返
り
』
 

し
て
高
楯
城
主
、
朝
日
左
工
門
尉
行
安
を
裏
切
っ
た
。
 

金
木
城
主
、
津
島
右
工
門
太
郎
義
栄
は
大
浦
篤
信
の
助
勢
を
得

て
五
百

余
名
の
軍
勢
で
嘉
瀬
城
を
攻
撃
、
金
木
軍
勢
五
百
余
名
、
多
勢
に
無
勢
な

る
も
嘉
瀬
城
は
城
こ
そ
「
小
な
り
と
言
え
ど
も
嘉
瀬
城
主
、
嘉
瀬
光
明
宗

範
寄
略
縦
横
の
知
将
」
な
り
と
金
木
軍
勢
を
敗
退
さ
せ
た
が
、
五
年
後
の

天
正
十
五
年
五
月
（
一
六
十
五
年

n
三
八
五
年
前
）
大
浦
為
信
軍
勢
、
新
 

で
あ
り
、
集
落
の
北
は
ず
れ
の
小
高
い
峯
は
安
東
一
族
支
配
、
中
柏
木
城
 

（
舘跡
）
が
あ
っ
て
相
内
福
島
城
の

ー
つ
で
あ
っ
た
と
記
録
が
残
っ
て
い

る
所
か
ら
現
在
の
嘉
瀬
本
村
よ
り
は
る
か
に
古
く
、
遠
く
は
安
東
氏
治
領

時
代
は
る
か
彼
方
の
蝦
夷
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
ろ
う
と
、
中
柏
木

集
落
民
は
誇
り
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
津
軽
為
信
が
津
軽
を
統
一
し
た

以
前
の
地
域
の
拠
点
は
、
藤
崎
、
浪
岡
、
飯
詰
、
相
内
、
十
三
で
あ
っ
た

0
 

藤
崎
、
十
三
を
結
ぷ
線
は
岩
木
川
の
水
路
で
あ
り
、
石
川
、
浪
岡
、
飯
詰
、
 

相
内
を
結
ぶ
線
が
山
根
通
り
の
陸
路
で
あ
り
、
中
柏
木
の
山
根
通
り
は
江

戸
時
代
の
初
め
頃
、
津
軽
本
道
の
中
央
路
に
位
置
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

安
東
一
族
の
支
城
の
ー
つ
、
中
柏
木
城
も
応
永

二
六
年
（
一
四
一
九
）
 

南
部
の
攻
撃
に
会
い
廃
城
と
な
り
、
中
柏
木
城
を
守
っ
た
村
民
も
北
海
道
、
 

秋
田
に
散
っ
て
行
き
、
わ
ず
か
な
生
き
の
こ
り
が
中
柏
木
村
を
再
興
し
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
戦
国
葛
藤
時
代
の
定
め
で
あ
る
。
 

中
柏
木
は
村
独
自
の
記
録
、
旧
家
の
古
文
書
保
存
が
無
に
ひ
と
し
く
、
 

大
正
時
代
の
村
社
の
焼
失
、
旧
家
、
原
田
家
の
焼
失
に
よ
っ
て
貴
重
な
資

料
が
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
伝
承
と
津
軽
正
史
に
よ
り
中
柏
木
を
た

ど
っ
て
見
る
。
 

記
録
に
よ
る
と
天
正
十
八
年

（
一
五
九
十
年
）
前
田
利
家
一
行
が
津
軽

に
来
り
て
、
九
月
上
旬
に
津
軽
を
検
知
、
中
柏
木
村
、
石
高
、
四
石
一
斗

二
升
と
検
知
、
早
く
か
ら
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
村
民
が
生
活
を
営
ん
で

い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
中
柏
木
は
生
活
基
盤
の
弱
い
立
地
条
件
で

あ
っ
た
と
思
う
。
 

つ
ま
り
泥
水
に
よ
る
掛
水
は
冷
水
の
た
め
低
収
益
の
稲
作
、
又
、
痩
地
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